
ＪＡいわて中央での鉄黒コート導入事例
営農販売部 米穀推進課

１．鉄黒コート導入の経緯

ＪＡいわて中央では、水稲直播研究会が組織化されており、毎年、水稲直播栽
培の技術向上のため検討会を開催し、次年度の取り組みへ向けた技術や資材
の導入を計画している。

研究会では、年３回の圃場巡回を行い、様々な水稲直播栽培方法の取り組み
について意見交換を行っている。なかでも、水稲種子のコーティング剤は、鉄
コーティング、モリブデン、鉄黒コートを導入しており、生育や品質・収量への影
響、コスト低減への期待を模索している。

鉄黒コートは、平成２９年に研究会員の圃場で試験導入を開始する。その当時
は、鉄コーティングが主であったが、苗立ち率が安定して生育が早い分、初期除
草剤が省略でき、増収に期待できるなどの理由で平成３０年より本格的に導入
を開始した。
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２．鉄黒コートとは

鉄黒コートとは、水稲湛水直播栽培での従来のコーティ
ング法の弱点を解消進化させた新技術です。
（特許番号：6598233号）

コーティング後の発熱はなく、種籾の死滅も皆無です。散
水作業は必要なし！鳩胸・催芽籾でもコーティング可
能！播種後発芽までの期間短縮！安心・安全・簡単に
作業ができます。

「鉄黒コート」は無機顔料であり、還元鉄ではなく酸化鉄
を原料としています。

すでに酸化が進んだ鉄ですので発熱が無く催芽籾でも
コーティング可能です。

（華玉ホームページより）
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３．鉄黒コートの使用方法
【コーティング作業工程】

（華玉ホームページより）
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４．鉄黒コートの普及状況

（hａ） 県別普及の推移

○全国での普及実績
２０１７年 ３５２．３ha ⇒ ２０２０年 １，２０５ha

８５２．７ha増 （３４０％増）
（岩手県）
２０１７年 ３４．１ha ⇒ ２０２０年 １３６．４ha

１０２．３ha増（４００％増）

（華玉からの情報提供）

ドローン散播圃場
（写真提供 華玉 黒川氏より）
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５．ＪＡいわて中央での鉄黒コートの導入実績

ＪＡいわて中央管内では、水稲直播栽培を約70ha（湛水60ha、乾田10ha）実施。種子コーティ
ングの約５割（27.8ha）を鉄黒コートで実施している。

〇鉄黒コート導入の推移

2017年から４年間で

２３.８ ha増（700％増）

2017年 2018年 2019年 2020年

面積 4.0 ha 12.5 ha 21.5 ha 27.8 ha
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６．収量差

（導入事例） Ａ 農家（2020年 水稲作付面積27.6ha（うち直播栽培15.3ha））

坪刈りによる収量調査。 収量差に遜色は無く、2017年の鉄コーティングと比較すると鉄黒
コートに切り替え後の2020年は、単収 10ａあたり20㎏増加 した。

2017年 2018年 2019年 2020年

鉄黒コート － 615 ㎏/10a 658 ㎏/10a 673 ㎏/10a

鉄コーティング 650 ㎏/10a － － －

ｶﾙﾊﾟｰｺｰﾃｨﾝｸﾞ 547 ㎏/10a － － －

左写真１
ヒメノモチ
鉄黒コート
湛水直播圃場

左写真２
直播研究会
圃場巡回様子
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７．導入によるメリット（効果）とデメリット（課題）

〇メリット（効果）

①催芽もみでコーティングをして播種できるため出芽苗立ちが安定した。

（増収効果 2017年 650㎏/10a → 2020年 673㎏/10a）

②苗立ち時期が鉄コーティングよりも１週間程早く、一発除草剤を早く散布できることで

初期除草剤を省略することができた。（コスト低減効果 10ａあたり3,300円削減）

③コーティング剤の組合せや移植栽培との組合せによる収穫時の作業分散ができた。

（作業分散による労働力低減効果）

④コーティング後、発熱しないため長期保管ができる。

〇デメリット（課題）

①出芽苗立ちが早いため、鳥害に遭いやすい。（鳥害対策が必要）

②種子コーティング作業時の水加減が重要。少ないとコーティングがはがれやすく入水

すると水田で種もみが浮いてしまう。（鉄コーティングより多めの散水が必要）
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８．課題の解決に向けた取り組み

研究会メンバーで各々の圃場で管理した内容を情報共有して成功例に学び、失敗例の解決
策を検討している。

①鳥害対策とコーティング剤の剝がれの克服

(株)華玉の黒川氏を招き鉄黒コートのコーティング作業の実演会を開催。また、米澤化学(株)
の米澤氏を招きキヒゲンの水稲直播栽培での使用方法と効果について研修を受けた。

→ 学んだことを実践して鳥害と浮き籾を克服した。

②低温時の苗立ち不足の克服

水稲直播栽培での共通の課題として、播種後に低温が来た際、苗立ち不足（発芽不良）が目
立ち蒔き直しや水稲苗移植で補った事例があった。県農業普及技術課の寺田氏を招き原因の
究明を行った。

「低温時＝湛水管理」という概念があったが逆効果で細菌病などによる出芽率低下につな
がった。これまでの概念を打破し、適切な水管理を実施することを確認した。また、近年の種子
は収穫時期が高温に当たり休眠が深い状態にある。浸種時の水温や浸種時間など作業内容
の確認を行い誤った作業内容の見直しを行った。

→ これまでの概念を打破し、気象条件に応じた管理を臨機応変に対応するようになった。
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